
(57)【要約】

【課題】製造の困難化を招来することなく、画像表示装

置における空間光変調素子として用いた場合において、

電圧無印加時（黒表示時）に入射光を変調することがな

く、良好なコントラストの画像を表示することができる

ようにする。

【解決手段】無機カラーフィルタ４を内蔵し、この無機

カラーフィルタ４の境界部の傾斜を用いて、液晶分子１

０の配向方向が規定されている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
カ ラ ー フ ィ ル タ を 内 蔵 し た 液 晶 表 示 素 子 で あ っ て 、
カ ラ ー フ ィ ル タ 境 界 部 の 傾 斜 部 を 用 い て 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 が 規 定 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
カ ラ ー フ ィ ル タ 境 界 部 に は 遮 光 層 が 配 置 し て あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
カ ラ ー フ ィ ル タ 各 色 の 段 差 は 、 液 晶 層 の 各 色 の セ ル 厚 の 差 に 略 々 等 し い こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 画 像 表 示 素 子 に お い て 空 間 光 変 調 素 子 と し て 用 い ら れ る 液 晶 表 示 素 子 に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 放 電 ラ ン プ 等 の 光 源 と 、 こ の 光 源 に よ っ て 光 学 部 品 を 介 し て 照 明 さ れ る 液 晶 等 の 空
間 光 変 調 素 子 と 、 こ の 空 間 光 変 調 素 子 の 像 を 結 像 す る 投 射 レ ン ズ と を 有 す る 画 像 表 示 装 置
が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 画 像 表 示 装 置 に お い て 、 空 間 光 変 調 素 子 を ３ 枚 用 い る 構 成 に お い
て は 、 構 成 が 複 雑 で あ り 、 ま た 、 コ ス ト が 高 い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 対 策 と し て は 、 空 間 光 変 調 素 子 に 空 間 的 カ ラ ー フ ィ ル タ を 配 置 し 、 色 分 離 を 行 う こ と
が 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
と こ ろ で 、 空 間 光 変 調 素 子 と な る 液 晶 表 示 素 子 に お い て 、 負 の 誘 電 率 異 方 性 持 つ ネ マ テ ィ
ッ ク 液 晶 を 用 い 、 電 圧 無 印 加 時 （ 黒 表 示 時 ） に お い て 液 晶 分 子 を 基 板 に 概 ね 垂 直 に 配 向 さ
せ て お き 、 電 圧 印 加 時 （ 白 表 示 時 ） に 液 晶 分 子 を 基 板 に 平 行 に さ せ る 液 晶 モ ー ド を 一 般 的
に Ｖ Ａ モ ー ド と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
画 像 表 示 装 置 に 用 い る 空 間 光 変 調 素 子 に お い て は 、 Ｖ Ａ モ ー ド の 基 板 表 面 の 配 向 処 理 技 術
と し て 、 Ｓ ｉ Ｏ （ 酸 化 シ リ コ ン ） の 斜 方 蒸 着 を 用 い る 構 成 が 知 ら れ て い る 。 配 向 処 理 技 術
と は 、 電 圧 印 加 時 に 液 晶 分 子 が 倒 れ る 方 向 を 規 定 す る 技 術 を い う 。 こ の 構 成 に お い て は 、
Ｓ ｉ Ｏ の 斜 方 蒸 着 角 度 を 制 御 す る こ と に よ り 、 液 晶 分 子 の 基 板 界 面 に お け る チ ル ト 角 及 び
方 位 角 を 規 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ６ ２ ６ ２ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 の よ う な 液 晶 表 示 素 子 に お い て は 、 画 像 表 示 装 置 の 空 間 光 変 調 素 子 と し て 用 い る 場 合
の よ う に 画 素 サ イ ズ が 小 さ く な る と 、 隣 接 す る 画 素 間 の い わ ゆ る 横 電 界 に よ っ て 、 液 晶 分
子 が 望 ま し い 配 向 と 違 う 配 向 と な っ て し て し ま う こ と が あ る 。 プ レ チ ル ト 角 を 大 き く す る
こ と で 配 向 方 向 を 安 定 化 す る こ と は 可 能 で あ る が 、 そ の 場 合 に は 、 電 圧 無 印 加 時 に も 入 射
光 が 変 調 さ れ て し ま い 、 黒 レ ベ ル の 上 昇 に よ る コ ン ト ラ ス ト の 低 下 が 将 来 さ れ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 基 板 に Ｓ ｉ Ｏ を 蒸 着 す る 装 置 は 、 蒸 着 角 度 を 一 定 に す る た め に は 、 大 規 模 な 装 置 と
な っ て し ま う 。 そ の た め 、 設 備 費 用 が 大 き く な る と と も に 、 排 気 時 間 が 長 く な る た め 配 向
処 理 工 程 の タ ク ト が 長 く な り 、 製 造 の 困 難 化 及 び 製 造 コ ス ト の 増 大 が 招 来 さ れ る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 述 の 実 情 に 鑑 み て 提 案 さ れ る も の で あ っ て 、 製 造 の 困 難 化 を 招 来 す
る こ と な く 、 画 像 表 示 装 置 に お け る 空 間 光 変 調 素 子 と し て 用 い た 場 合 に お い て 、 電 圧 無 印
加 時 （ 黒 表 示 時 ） に 入 射 光 を 変 調 す る こ と が な く 、 良 好 な コ ン ト ラ ス ト の 画 像 を 表 示 す る
こ と が で き る 液 晶 表 示 素 子 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 述 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 素 子 は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ を 内 蔵 し た 液
晶 表 示 素 子 で あ っ て 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 境 界 部 の 傾 斜 部 を 用 い て 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 が 規 定
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 液 晶 表 示 素 子 に お い て は 、 無 機 材 料 か ら な る カ ラ ー フ ィ ル タ 構 造 の 凹 凸 を 利 用 し て 配
向 制 御 が な さ れ て い る の で 、 垂 直 配 向 モ ー ド の 場 合 に ラ ビ ン グ 等 の 配 向 処 理 を 必 要 と し な
い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
〔 液 晶 表 示 素 子 の 構 成 〕
本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 素 子 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 液 晶 層 １ を 一 対 の 基 板 ２ ， ３ 間 に 封 入
し て 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 一 方 の 基 板 ２ の 液 晶 層 １ を 挟 む 表 面 上 に は 、 画 素 に 対 応 し
た 無 機 材 料 か ら な る 無 機 カ ラ ー フ ィ ル タ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 無 機 カ ラ ー フ ィ ル タ ４ は 、 以 下 の 〔 表 １ 〕 及 び 〔 表 ２ 〕 に 示 す よ う に 、 誘 電 体 多 層 膜
か ら 構 成 さ れ 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 特 定 の 波 長 域 の 光 を 反 射 し 、 他 を 透 過 さ せ る
機 能 を 有 し て い る 。 こ の 無 機 カ ラ ー フ ィ ル タ ４ は 、 反 射 さ せ た い 波 長 帯 域 に よ っ て 、 誘 電
体 の 層 数 や 総 膜 厚 は 異 な る が 、 こ の カ ラ ー フ ィ ル タ の 膜 厚 は 、 略 々 ０ ． ５ μ ｍ 乃 至 ５ μ ｍ
程 度 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ １ ６ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ７ 】
な お 、 表 １ 及 び 図 ２ に 示 す カ ラ ー フ ィ ル タ は 、 青 色 （ Ｂ ） 光 を 透 過 さ せ る た め の カ ラ ー フ
ィ ル タ の 構 成 及 び 分 光 透 過 特 性 を 示 し て い る 。 ま た 、 表 ２ 及 び 図 ３ に 示 す カ ラ ー フ ィ ル タ
は 、 緑 色 （ Ｇ ） 光 を 透 過 さ せ る た め の カ ラ ー フ ィ ル タ の 構 成 及 び 分 光 透 過 特 性 を 示 し て い
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 無 機 カ ラ ー フ ィ ル タ ４ は 、 そ れ ぞ れ の 波 長 帯 域 の 光 を 反 射 す る 多 層 膜 構 造 を 、 い わ ゆ
る リ フ ト オ フ 等 の フ ォ ト リ ソ プ ロ セ ス を 用 い て 、 画 素 構 造 に 対 応 し て パ タ ー ニ ン グ す る こ
と に よ っ て 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ こ で は 、 緑 色 （ Ｇ ） 及 び 青 色 （ Ｂ ） を 無 機 材 料 か ら な る カ ラ ー フ ィ ル タ で 色 分 離 し 、 こ
れ ら 緑 色 （ Ｇ ） 及 び 青 色 （ Ｂ ） と 残 る 赤 色 （ Ｒ ） と を 別 の 反 射 型 空 間 光 変 調 素 子 を 用 い て
変 調 す る い わ ゆ る ２ 板 式 （ 反 射 型 空 間 光 変 調 素 子 ） の 画 像 表 示 装 置 に お い て 使 用 す る 液 晶
表 示 素 子 の 無 機 カ ラ ー フ ィ ル タ ４ の 構 成 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ こ で 、 緑 色 （ Ｇ ） 用 の フ ィ ル タ 及 び 青 色 （ Ｂ ） 用 の フ ィ ル タ の 膜 厚 は 必 ず し も 一 致 し な
い 。 こ の 膜 厚 の 差 を 利 用 す る こ と で 、 液 晶 表 示 素 子 の 電 気 光 学 特 性 を 改 善 す る こ と が 可 能
と な る 。 す な わ ち 、 液 晶 表 示 素 子 に お け る 最 適 セ ル 厚 は 、 色 に よ っ て 異 な る 。 青 色 （ Ｂ ）
用 の 最 適 セ ル 厚 は 、 緑 色 （ Ｇ ） 用 の 最 適 セ ル 厚 よ り も 広 い 。 例 え ば 、 緑 色 （ Ｇ ） 及 び 青 色
（ Ｂ ） の 代 表 的 波 長 を 、 そ れ ぞ れ ５ ３ ０ ｎ ｍ 及 び ４ ７ ０ ｎ ｍ と す れ ば 、 屈 折 率 差 （ Δ ｎ ）
が ０ ． １ ５ の 材 料 を 用 い た 反 射 型 の 液 晶 表 示 素 子 に お い て は 、 最 適 セ ル 厚 は 、 ５ ３ ０ ｎ ｍ
で １ ． ４ μ ｍ 、 ４ ７ ０ ｎ ｍ で は １ ． ２ μ ｍ と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
す な わ ち 、 こ の 液 晶 表 示 素 子 に お い て は 、 無 機 材 料 か ら な る カ ラ ー フ ィ ル タ の 色 ご と の 膜
厚 の 差 を 、 液 晶 の 色 ご と の 最 適 セ ル 厚 の 差 に 一 致 さ せ て お く こ と で 、 分 光 透 過 率 （ 反 射 率
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） を 改 善 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
一 般 的 に は 、 青 色 （ Ｂ ） を 透 過 さ せ る 誘 電 体 多 層 膜 の 総 厚 は 、 緑 色 （ Ｇ ） を 透 過 さ せ る 誘
電 体 多 層 膜 の 総 厚 よ り も 厚 く な る 。 こ れ は 、 青 色 （ Ｂ ） 用 の 透 過 層 は 緑 色 （ Ｇ ） の 波 長 帯
域 を 反 射 す る 誘 電 体 多 層 膜 と な る が 、 こ の 誘 電 体 膜 の 厚 さ は 、 波 長 の 関 数 で あ る か ら で あ
る （ 基 本 的 に は 、 ４ ｎ ｄ ＝ λ の 条 件 を 満 た す 積 層 で あ る ） 。 そ し て 、 液 晶 セ ル の 厚 さ は 、
青 色 （ Ｂ ） 用 が 緑 色 （ Ｇ ） よ り も 薄 く な る 。 な お 、 色 設 計 上 、 液 晶 の セ ル 厚 の 最 適 化 が 困
難 で あ る 場 合 に は 、 ダ ミ ー 層 を 積 層 す る こ と に よ る 調 整 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 液 晶 表 示 素 子 に お い て は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 透 明 基 板 ２ 、 無 機 材 料 か ら な る 無 機 カ
ラ ー フ ィ ル タ ４ 、 Ｉ Ｔ Ｏ ５ 、 配 向 膜 ６ 、 液 晶 層 １ 、 垂 直 配 向 膜 ７ 、 反 射 電 極 ８ 及 び 透 明 基
板 ８ が 、 こ の よ う な 順 序 で 積 層 さ れ て 構 成 さ れ て い る が 、 Ｉ Ｔ Ｏ ５ か ら 反 射 電 極 ８ ま で を
、 誘 電 体 多 層 膜 と し て 設 計 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 画 像 表 示 装 置 に 用 い る 液 晶 変 調 素 子 に
お い て は 、 例 え ば 、 ０ ． ７ ５ イ ン チ の 「 Ｗ Ｘ Ｇ Ａ 規 格 （ １ ３ ６ ６ × ７ ６ ８ 画 素 ） 」 の 場 合
、 画 素 サ イ ズ は 、 １ ２ μ ｍ と な る 。 こ こ で 、 ス ト ラ イ プ 状 の カ ラ ー フ ィ ル タ を 用 い て 緑 色
（ Ｇ ） 及 び 青 色 （ Ｂ ） を 表 示 し 、 も う 一 つ の 変 調 素 子 で 赤 色 （ Ｒ ） を 表 示 す る よ う に 構 成
さ れ て い る 場 合 に は 、 こ の 空 間 光 変 調 素 子 に お け る 緑 色 （ Ｇ ） 及 び 青 色 （ Ｂ ） を 表 示 す る
サ ブ ピ ク セ ル サ イ ズ は 、 ６ μ ｍ × １ ２ μ ｍ と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
そ し て 　 こ の 液 晶 表 示 素 子 に お い て は 、 画 素 境 界 部 分 、 す な わ ち 、 画 素 及 び 画 素 の 間 に は
、 １ ． ５ μ ｍ 程 度 の 幅 で 、 遮 光 層 ９ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 遮 光 層 ９ は 、 ク ロ ム 、 ア ル ミ
等 の 金 属 材 料 で 形 成 さ れ て い る 。 上 述 し た よ う に 、 誘 電 体 多 層 膜 の 厚 さ は 、 ０ ． ５ μ ｍ 乃
至 ５ μ ｍ 程 度 で あ り 、 サ ブ ピ ク セ ル の サ イ ズ と 同 じ オ ー ダ と な る 。 無 機 カ ラ ー フ ィ ル タ ４
の 断 面 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 台 形 形 状 と な る が 、 こ の 液 晶 表 示 素 子 に お い て は 、 こ の よ
う な カ ラ ー フ ィ ル タ の 凹 凸 を 用 い て 、 液 晶 分 子 の 垂 直 配 向 の 配 向 方 位 を 規 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
配 向 膜 ６ は 、 例 え ば 、 日 産 化 学 社 製 無 機 垂 直 配 向 材 料 「 Ｅ Ｘ Ｐ － Ｏ Ａ ０ ０ ３ 」 （ 商 品 名 ）
を ス ピ ン コ ー ト 後 、 熱 焼 成 に よ っ て 形 成 す る 。 対 向 す る 透 明 基 板 ３ 上 に も 、 同 様 に 垂 直 配
向 膜 ７ を 形 成 す る 。 対 向 す る 透 明 基 板 ３ 上 に は 、 液 晶 分 子 １ ０ に 印 加 す る 実 効 電 圧 を コ ン
ト ロ ー ル す る ス イ ッ チ が 形 成 さ れ て お り 、 例 え ば 、 反 射 型 変 調 素 子 と し て Ｓ ｉ を 使 っ た ス
イ ッ チ 上 に 反 射 画 素 電 極 を 形 成 す る 構 造 を 採 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
無 機 カ ラ ー フ ィ ル タ ４ の 凹 凸 上 の 液 晶 分 子 １ ０ の 配 向 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 無 機 カ ラ ー
フ ィ ル タ ４ の 境 界 部 分 に お い て は 、 台 形 の 断 面 形 状 に 概 ね 垂 直 に 配 向 さ れ る 。 ま た 、 こ の
境 界 部 分 は 、 遮 光 層 ９ で 遮 ら れ て い る た め 、 表 示 画 像 の コ ン ト ラ ス ト を 低 下 さ せ る こ と が
な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 液 晶 表 示 素 子 に お い て は 、 反 射 電 極 （ 画 素 電 極 ） ８ と Ｉ Ｔ Ｏ ５ と の 間 に 電 圧 を 印 加 す
る と 、 電 界 分 布 に よ っ て 、 反 射 電 極 ８ の 端 の 液 晶 分 子 １ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 無 機 カ
ラ ー フ ィ ル タ ４ に よ る 配 向 方 向 に 逆 ら わ ず 、 透 明 基 板 ２ に 対 し て 倒 れ る こ と と な る 。 し た
が っ て 、 電 圧 を 印 加 し た 「 白 表 示 」 に お い て は 、 無 機 カ ラ ー フ ィ ル タ ４ の ス ト ラ イ プ 方 向
と 直 交 す る 方 向 に 液 晶 分 子 １ ０ は 配 向 す る 。 す な わ ち 、 配 向 方 位 を 規 定 し な い 場 合 で も 、
ラ ン ダ ム な 配 向 と は な ら ず に 、 均 一 な 配 向 が 得 ら れ る 。 こ の よ う に カ ラ ー フ ィ ル タ の 凹 凸
を 利 用 し て 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 を 規 定 で き る 画 素 サ イ ズ は 、 お よ そ ２ ０ μ ｍ 以 下 の 領 域 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 カ ラ ー フ ィ ル タ を 有 し な い ３ 板 式 の 画 像 表 示 装 置 に 用 い る 空 間 光 変 調 素 子 に お い て
は 、 液 晶 分 子 の 配 向 の た め に 、 画 素 と 画 素 と の 間 の 中 央 に ス ト ラ イ プ 状 の 突 起 を 設 け る こ
と と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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〔 画 像 表 示 装 置 の 構 成 〕
上 述 の よ う な 液 晶 表 示 素 子 を 空 間 光 変 調 素 子 と し て 用 い る 画 像 表 示 装 置 は 、 図 ５ に 示 す よ
う に 、 光 源 １ １ を 有 し 、 こ の 光 源 １ １ か ら 発 せ ら れ る 光 を 反 射 し て 略 平 行 な 光 束 と す る 凹
面 反 射 鏡 １ ２ を 有 し て い る 。 光 源 １ １ と し て は 、 超 高 圧 水 銀 ラ ン プ の 如 き 放 電 ラ ン プ が 使
用 さ れ る 。 凹 面 反 射 鏡 １ ２ は 、 放 物 面 鏡 、 ま た は 、 楕 円 面 鏡 で あ る 。 凹 面 反 射 鏡 １ ２ に 反
射 さ れ た 光 束 は 、 一 対 の リ レ ー レ ン ズ １ ３ ， １ ４ に 入 射 す る 。 こ れ ら リ レ ー レ ン ズ １ ３ ，
１ ４ は 、 反 射 型 偏 光 板 １ ５ 及 び 平 面 反 射 鏡 １ ６ を 挟 み 込 ん で い る 。 反 射 型 偏 光 板 １ ５ は 、
リ レ ー レ ン ズ １ ３ ， １ ４ の 中 心 部 分 （ 光 軸 に 近 い 部 分 ） に 配 置 さ れ 、 特 定 の 方 向 の 直 線 偏
光 の み を 透 過 さ せ 、 残 る 成 分 は 反 射 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 平 面 反 射 鏡 １ ６ は 、 反 射
型 偏 光 板 １ ５ の 周 囲 に 位 置 し て 円 環 状 に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 反 射 型 偏 光 板 １ ５ ま た は
平 面 反 射 鏡 １ ６ に お い て 反 射 さ れ た 光 は 、 光 源 側 に 戻 り 、 凹 面 反 射 鏡 １ ２ に 反 射 さ れ て 、
再 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
反 射 型 偏 光 板 １ ５ を 透 過 し た 光 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の フ ラ イ ア イ レ ン ズ ア レ イ １ ７ ， １ ８ を
経 て 照 度 分 布 を 均 一 化 さ れ 、 フ ィ ー ル ド レ ン ズ １ ９ 及 び 色 分 離 偏 光 素 子 ２ ０ を 経 て 、 偏 光
ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ に 入 射 す る 。 色 分 離 偏 光 素 子 ２ ０ は 、 特 定 の 色 成 分 の 光 の み の 偏 光
方 向 を ９ ０ ° 回 転 さ せ る 。 こ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 色 分 離 偏 光 素 子 ２ ０ を 経 た 光 束 は
、 緑 色 （ Ｇ ） 及 び 青 色 （ Ｂ ） 成 分 が 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ の 偏 光 膜 ２ １ ａ に 対 す る Ｓ
偏 光 と な っ て お り 、 赤 色 （ Ｒ ） 成 分 が 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ の 偏 光 膜 ２ １ ａ に 対 す る
Ｐ 偏 光 と な っ て い る 。 こ の よ う な 色 分 離 偏 光 素 子 ２ ０ と し て は 、 例 え ば 、 「 カ ラ ー セ レ ク
ト 」 （ 商 品 名 ） な ど を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ に 入 射 し た 光 は 、 偏 光 膜 ２ １ ａ に 対 す る Ｓ 偏 光 が こ の 偏 光 膜 ２
１ ａ に よ っ て 反 射 さ れ 、 偏 光 膜 ２ １ ａ に 対 す る Ｐ 偏 光 が こ の 偏 光 膜 ２ １ ａ を 透 過 す る 。 す
な わ ち 、 偏 光 膜 ２ １ ａ に お い て は 、 緑 色 （ Ｇ ） 及 び 青 色 （ Ｂ ） 成 分 が 反 射 さ れ 、 赤 色 （ Ｒ
） 成 分 が 透 過 す る 。 こ の 緑 色 （ Ｇ ） 及 び 青 色 （ Ｂ ） 成 分 は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ を 有 す る 第 １
の 液 晶 表 示 素 子 ２ ２ に 入 射 し 、 赤 色 （ Ｒ ） 成 分 は 、 第 ２ の 液 晶 表 示 素 子 ２ ３ に 入 射 す る 。
こ の 画 像 表 示 装 置 は 、 い わ ゆ る ２ 板 式 の 画 像 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
第 １ の 液 晶 表 示 素 子 ２ ２ で 表 示 画 像 に 応 じ て 偏 光 変 調 さ れ て 反 射 さ れ た 光 は 、 偏 光 ビ ー ム
ス プ リ ッ タ ２ １ の 偏 光 膜 ２ １ ａ を 透 過 し て 、 結 像 レ ン ズ と な る 投 射 レ ン ズ ２ ４ に 入 射 す る
。 ま た 、 第 ２ の 液 晶 表 示 素 子 ２ ３ で 表 示 画 像 に 応 じ て 偏 光 変 調 さ れ て 反 射 さ れ た 光 は 、 偏
光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ の 偏 光 膜 ２ １ ａ に よ り 反 射 さ れ て 、 結 像 レ ン ズ と な る 投 射 レ ン ズ
２ ４ に 入 射 す る 。 そ し て 、 投 射 レ ン ズ ２ ４ は 、 図 示 し な い ス ク リ ー ン 上 に 、 画 像 表 示 を 行
う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
な お 、 こ の 画 像 表 示 装 置 は 、 第 １ の 液 晶 表 示 素 子 ２ ２ の 無 機 材 料 か ら な る カ ラ ー フ ィ ル タ
か ら の 反 射 光 を 再 利 用 で き る 光 学 系 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
と こ ろ で 、 無 機 材 料 か ら な る カ ラ ー フ ィ ル タ を 内 蔵 し た 空 間 光 変 調 素 子 は 、 図 ６ に 示 す よ
う に 、 偏 光 板 の 偏 光 軸 を カ ラ ー フ ィ ル タ を 内 蔵 し た 空 間 光 変 調 素 子 の カ ラ ー フ ィ ル タ パ タ
ー ン に 対 し て ４ ５ ° の 方 位 に 設 定 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ こ で 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ に 対 す る Ｓ 偏 光 に よ っ て 無 機 材 料 か ら な る カ ラ ー フ ィ
ル タ を 照 明 す る と 、 液 晶 の 配 向 方 向 と 偏 光 軸 が 一 致 し て し ま う の で 、 変 調 で き な い こ と に
な る か ら で あ る 。 し た が っ て 、 ス ト ラ イ プ 状 の 無 機 材 料 か ら な る カ ラ ー フ ィ ル タ を 内 蔵 し
た 液 晶 表 示 素 子 ２ ２ で は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ の 偏 光 軸 に 対 し
て ４ ５ ° の 方 位 に 設 定 す る 必 要 が あ る 。 こ の 場 合 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ の サ イ ズ を
充 分 に 大 き く す る と と も に 、 光 学 系 の 光 軸 を ス ク リ ー ン 上 の 画 像 に 対 し て ４ ５ ° 傾 け る 必
要 が あ る 。

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-272009 A 2004.9.30



【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の よ う な 構 成 を 採 る こ と が で き な い 場 合 に は 、 位 相 差 板 を 用 い て 光 学 補 償 を 行 う こ と に
よ り 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ か ら の 出 射 光 の 偏 光 軸 を 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 に 対 し て ４
５ ° 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
光 束 の 偏 光 軸 を 回 転 さ せ る 位 相 差 板 と し て は 、 λ ／ ２ 板 （ 二 分 の 一 波 長 板 ） が 考 え ら れ る
。 例 え ば 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト を 延 伸 し て で き た λ ／ ２ 板 を 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ の 偏 光 軸
に 対 す る ２ ２ ． ５ ° の 方 位 に 遅 相 軸 を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の 場 合 、 λ ／ ２ 板 は 、 設 計 波 長 以 外 で は λ ／ ２ か ら の ず れ が あ り 、 図 ８ に 示 す よ う に 、
黒 レ ベ ル に つ い て の 分 光 特 性 は 十 分 で は な い 。 こ れ を 改 善 す る 構 造 と し て 以 下 の 構 造 が あ
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
す な わ ち 、 偏 光 軸 を ４ ５ ° 回 転 さ せ る た め に 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 複 数 の λ ／ ２ 板 ２ ４ ，
２ ５ を 積 層 す る こ と が 考 え ら れ る 。 例 え ば 、 λ ／ ２ 板 ２ ４ ， ２ ５ に お い て 、 そ れ ぞ れ 、 ７
８ ． ７ ５ ° 及 び ５ ６ ． ２ ５ ° に 遅 相 軸 （ ま た は 、 － １ １ ． ２ ５ ° 及 び － ３ ３ ． ７ ５ ° に 進
相 軸 ） を 設 定 す る 。 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ か ら 空 間 光 変 調 素 子 に 達 す る 間 に 、 ２ 枚 の
λ ／ ２ 板 ２ ４ ， ２ ５ を 通 過 す る こ と に よ り 、 ま ず 、 ２ ２ ． ５ ° 、 続 い て 、 ４ ５ ° に 偏 光 軸
が 回 転 す る 。 こ れ に よ り 、 許 容 範 囲 の 黒 レ ベ ル 分 光 特 性 及 び 白 レ ベ ル 分 光 特 性 の 改 善 が 可
能 と な る 。 λ ／ ２ 板 の 枚 数 を 増 や し 、 １ 枚 の λ ／ ２ 板 で の 偏 光 軸 回 転 量 を 少 な く す る ほ ど
、 分 光 特 性 は 改 善 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 １ ０ に 示 す よ う に 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ か ら の 出 射 光 は 、 略 正 確 に Ｓ 偏 光 に な っ
て い る の で あ る が 、 λ ／ ２ 板 ２ ４ ， ２ ５ を 透 過 し た 後 は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 偏 光 方 向
が ４ ５ ° 回 転 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 λ ／ ２ 板 ２ ４ 及 び λ ／ ４ 板 ２ ６ を 積 層 す る こ と が 考 え ら れ る
。 ま ず 、 λ ／ ２ 板 方 位 角 を θ と し た と き 、 ２ θ ± ９ ０ ° に λ ／ ４ 板 ２ ６ の 方 位 を 設 定 す る
。 偏 光 軸 を ４ ５ ° 回 転 さ せ る た め に は 、 ６ ７ ． ５ ° 、 － ４ ５ ° に 遅 相 軸 （ ま た は 、 － ２ ２
． ５ ° 、 ４ ５ ° に 進 相 軸 ） を 設 定 す る 。 こ れ に よ り 、 許 容 範 囲 の 黒 レ ベ ル と ス キ ュ ー レ イ
対 策 が 可 能 と な る 。 例 え ば 、 λ ／ ２ 板 の 遅 相 軸 を ６ ７ ． ７ ５ ° 、 λ ／ ４ 板 の 遅 相 軸 を － ４
５ ° 、 も し く は 、 λ ／ ２ 板 の 遅 相 軸 を ６ ７ ． ５ ° 、 λ ／ ４ 板 の 遅 相 軸 を － ４ ５ ． ５ ° と い
う 組 み 合 わ せ の よ う に 、 角 度 設 定 を 微 調 整 す る こ と に よ り 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 黒 レ ベ
ル 分 光 透 過 率 を 広 い 範 囲 で 一 定 値 以 下 と す る こ と が 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 λ ／ ２ 板 ２ ４
及 び λ ／ ４ 板 ２ ６ を 透 過 し た 後 は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 偏 光 方 向 が ４ ５ ° 回 転 さ れ る 。
黒 表 示 時 の 液 晶 表 示 素 子 に よ り 反 射 さ れ て λ ／ ２ 板 ２ ４ を 再 透 過 し た 後 は 、 図 １ ５ に 示 す
よ う に 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ に 対 す る Ｓ 偏 光 に な る 。 な お 、 λ ／ ２ 板 と λ ／ ４ 板 の
Δ ｎ ｄ を 微 調 整 す る こ と も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の よ う な 偏 光 方 向 の 回 転 に つ い て 、 設 計 波 長 か ら ず れ た 場 合 に つ い て ポ ア ン カ レ 球 で 示
す と 、 λ ／ ２ 板 及 び λ ／ ４ 板 を 組 み 合 わ せ た も の で は 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 偏 光 ビ ー ム
ス プ リ ッ タ に 戻 っ た 光 で は 、 所 望 の 偏 光 方 向 と な っ て い る こ と が わ か る 。 ま た 、 λ ／ ２ だ
け の 場 合 に は 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ に 戻 っ た 光 で は 、 所 望 の 偏 光
方 向 と な っ て い な い こ と が わ か る 。 さ ら に 、 複 数 の λ ／ ２ 板 を 組 み 合 わ せ た も の で は 、 図
１ ８ に 示 す よ う に 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ に 戻 っ た 光 で は 、 所 望 の 偏 光 方 向 と な っ て い る
こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
す な わ ち 、 黒 レ ベ ル の 分 光 透 過 率 を さ ら に 改 善 す る た め に は 、 λ ／ ２ 板 を 複 数 枚 使 う 構 造
で 達 成 で き る 。 な お 、 位 相 差 板 と し て は 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 等 の フ ィ ル ム を 用 い る 以 外 に
、 水 晶 等 の 無 機 材 料 を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
こ の 画 像 表 示 装 置 は 、 上 述 の 位 相 差 板 を 用 い る 場 合 に は 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 偏 光 ビ ー
ム ス プ リ ッ タ と 第 １ の 液 晶 表 示 素 子 ２ ２ と の 間 に 、 位 相 差 板 ２ ５ を 設 け る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
す な わ ち 、 凹 面 反 射 鏡 １ ２ に 反 射 さ れ た 光 源 か ら の 光 束 は 、 一 対 の リ レ ー レ ン ズ １ ３ ， １
４ に 入 射 す る 。 こ れ ら リ レ ー レ ン ズ １ ３ ， １ ４ は 、 反 射 型 偏 光 板 １ ５ 及 び 平 面 反 射 鏡 １ ６
を 挟 み 込 ん で い る 。 反 射 型 偏 光 板 １ ５ は 、 リ レ ー レ ン ズ １ ３ ， １ ４ の 中 心 部 分 （ 光 軸 に 近
い 部 分 ） に 配 置 さ れ 、 特 定 の 方 向 の 直 線 偏 光 の み を 透 過 さ せ 、 残 る 成 分 は 反 射 す る よ う に
構 成 さ れ て い る 。 平 面 反 射 鏡 １ ６ は 、 反 射 型 偏 光 板 １ ５ の 周 囲 に 位 置 し て 円 環 状 に 構 成 さ
れ て い る 。 こ れ ら 反 射 型 偏 光 板 １ ５ ま た は 平 面 反 射 鏡 １ ６ に お い て 反 射 さ れ た 光 は 、 光 源
側 に 戻 り 、 凹 面 反 射 鏡 １ ２ に 反 射 さ れ て 、 再 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
反 射 型 偏 光 板 １ ５ を 透 過 し た 光 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の フ ラ イ ア イ レ ン ズ ア レ イ １ ７ ， １ ８ を
経 て 照 度 分 布 を 均 一 化 さ れ 、 フ ィ ー ル ド レ ン ズ １ ９ 及 び 色 分 離 偏 光 素 子 ２ ０ を 経 て 、 偏 光
ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ に 入 射 す る 。 色 分 離 偏 光 素 子 ２ ０ は 、 特 定 の 色 成 分 の 光 の み の 偏 光
方 向 を ９ ０ ° 回 転 さ せ る 。 こ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 色 分 離 偏 光 素 子 ２ ０ を 経 た 光 束 は
、 緑 色 （ Ｇ ） 及 び 青 色 （ Ｂ ） 成 分 が 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ の 偏 光 膜 ２ １ ａ に 対 す る Ｓ
偏 光 と な っ て お り 、 赤 色 （ Ｒ ） 成 分 が 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ の 偏 光 膜 ２ １ ａ に 対 す る
Ｐ 偏 光 と な っ て い る 。 こ の よ う な 色 分 離 偏 光 素 子 ２ ０ と し て は 、 例 え ば 、 「 カ ラ ー セ レ ク
ト 」 （ 商 品 名 ） な ど を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ に 入 射 し た 光 は 、 偏 光 膜 ２ １ ａ に 対 す る Ｓ 偏 光 が こ の 偏 光 膜 ２
１ ａ に よ っ て 反 射 さ れ 、 偏 光 膜 ２ １ ａ に 対 す る Ｐ 偏 光 が こ の 偏 光 膜 ２ １ ａ を 透 過 す る 。 す
な わ ち 、 偏 光 膜 ２ １ ａ に お い て は 、 緑 色 （ Ｇ ） 及 び 青 色 （ Ｂ ） 成 分 が 反 射 さ れ 、 赤 色 （ Ｒ
） 成 分 が 透 過 す る 。 こ の 緑 色 （ Ｇ ） 及 び 青 色 （ Ｂ ） 成 分 は 、 位 相 差 板 ２ ５ を 経 て 、 偏 光 方
向 を ４ ５ ° 回 転 さ れ て 、 カ ラ ー フ ィ ル タ を 有 す る 第 １ の 液 晶 表 示 素 子 ２ ２ に 入 射 し 、 赤 色
（ Ｒ ） 成 分 は 、 第 ２ の 液 晶 表 示 素 子 ２ ３ に 入 射 す る 。 こ の 画 像 表 示 装 置 は 、 い わ ゆ る ２ 板
式 の 画 像 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
第 １ の 液 晶 表 示 素 子 ２ ２ で 表 示 画 像 に 応 じ て 偏 光 変 調 さ れ て 反 射 さ れ た 光 は 、 偏 光 ビ ー ム
ス プ リ ッ タ ２ １ の 偏 光 膜 ２ １ ａ を 透 過 し て 、 結 像 レ ン ズ と な る 投 射 レ ン ズ ２ ４ に 入 射 す る
。 ま た 、 第 ２ の 液 晶 表 示 素 子 ２ ３ で 表 示 画 像 に 応 じ て 偏 光 変 調 さ れ て 反 射 さ れ た 光 は 、 偏
光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ の 偏 光 膜 ２ １ ａ に よ り 反 射 さ れ て 、 結 像 レ ン ズ と な る 投 射 レ ン ズ
２ ４ に 入 射 す る 。 そ し て 、 投 射 レ ン ズ ２ ４ は 、 図 示 し な い ス ク リ ー ン 上 に 、 画 像 表 示 を 行
う 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た 、 こ の 画 像 表 示 装 置 は 、 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 空 間 光 変 調 素 子 を １ 枚 の み 用 い て 構 成
す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
す な わ ち 、 凹 面 反 射 鏡 １ ２ に 反 射 さ れ た 光 源 か ら の 光 束 は 、 一 対 の リ レ ー レ ン ズ １ ３ ， １
４ に 入 射 す る 。 こ れ ら リ レ ー レ ン ズ １ ３ ， １ ４ は 、 反 射 型 偏 光 板 １ ５ 及 び 平 面 反 射 鏡 １ ６
を 挟 み 込 ん で い る 。 反 射 型 偏 光 板 １ ５ は 、 リ レ ー レ ン ズ １ ３ ， １ ４ の 中 心 部 分 （ 光 軸 に 近
い 部 分 ） に 配 置 さ れ 、 特 定 の 方 向 の 直 線 偏 光 の み を 透 過 さ せ 、 残 る 成 分 は 反 射 す る よ う に
構 成 さ れ て い る 。 平 面 反 射 鏡 １ ６ は 、 反 射 型 偏 光 板 １ ５ の 周 囲 に 位 置 し て 円 環 状 に 構 成 さ
れ て い る 。 こ れ ら 反 射 型 偏 光 板 １ ５ ま た は 平 面 反 射 鏡 １ ６ に お い て 反 射 さ れ た 光 は 、 光 源
側 に 戻 り 、 凹 面 反 射 鏡 １ ２ に 反 射 さ れ て 、 再 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
反 射 型 偏 光 板 １ ５ を 透 過 し た 光 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の フ ラ イ ア イ レ ン ズ ア レ イ １ ７ ， １ ８ を
経 て 照 度 分 布 を 均 一 化 さ れ 、 フ ィ ー ル ド レ ン ズ １ ９ を 経 て 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ に
入 射 す る 。
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【 ０ ０ ５ ２ 】
偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ に 入 射 し た 光 は 、 偏 光 膜 ２ １ ａ に 対 す る Ｓ 偏 光 が こ の 偏 光 膜 ２
１ ａ に よ っ て 反 射 さ れ 、 偏 光 膜 ２ １ ａ に 対 す る Ｐ 偏 光 が こ の 偏 光 膜 ２ １ ａ を 透 過 す る 。 す
な わ ち 、 偏 光 膜 ２ １ ａ に お い て は 、 赤 色 （ Ｒ ） 、 緑 色 （ Ｇ ） 及 び 青 色 （ Ｂ ） 成 分 が 反 射 さ
れ る 。 こ れ ら 赤 色 （ Ｒ ） 、 緑 色 （ Ｇ ） 及 び 青 色 （ Ｂ ） 成 分 は 、 位 相 差 板 ２ ５ を 経 て 、 偏 光
方 向 を ４ ５ ° 回 転 さ れ て 、 カ ラ ー フ ィ ル タ を 有 す る 液 晶 表 示 素 子 ２ ２ に 入 射 す る 。 こ の 画
像 表 示 装 置 は 、 い わ ゆ る 単 板 式 の 画 像 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
液 晶 表 示 素 子 ２ ２ で 表 示 画 像 に 応 じ て 偏 光 変 調 さ れ て 反 射 さ れ た 光 は 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ
ッ タ ２ １ の 偏 光 膜 ２ １ ａ を 透 過 し て 、 結 像 レ ン ズ と な る 投 射 レ ン ズ ２ ４ に 入 射 す る 。 そ し
て 、 投 射 レ ン ズ ２ ４ は 、 図 示 し な い ス ク リ ー ン 上 に 、 画 像 表 示 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
そ し て 、 こ の 画 像 表 示 装 置 は 、 図 ２ １ に 示 す よ う に 、 透 過 型 の 空 間 光 変 調 素 子 を 用 い て 構
成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
す な わ ち 、 凹 面 反 射 鏡 １ ２ に 反 射 さ れ た 光 源 か ら の 光 束 は 、 一 対 の リ レ ー レ ン ズ １ ３ ， １
４ に 入 射 す る 。 こ れ ら リ レ ー レ ン ズ １ ３ ， １ ４ は 、 反 射 型 偏 光 板 １ ５ 及 び 平 面 反 射 鏡 １ ６
を 挟 み 込 ん で い る 。 反 射 型 偏 光 板 １ ５ は 、 リ レ ー レ ン ズ １ ３ ， １ ４ の 中 心 部 分 （ 光 軸 に 近
い 部 分 ） に 配 置 さ れ 、 特 定 の 方 向 の 直 線 偏 光 の み を 透 過 さ せ 、 残 る 成 分 は 反 射 す る よ う に
構 成 さ れ て い る 。 平 面 反 射 鏡 １ ６ は 、 反 射 型 偏 光 板 １ ５ の 周 囲 に 位 置 し て 円 環 状 に 構 成 さ
れ て い る 。 こ れ ら 反 射 型 偏 光 板 １ ５ ま た は 平 面 反 射 鏡 １ ６ に お い て 反 射 さ れ た 光 は 、 光 源
側 に 戻 り 、 凹 面 反 射 鏡 １ ２ に 反 射 さ れ て 、 再 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
反 射 型 偏 光 板 １ ５ を 透 過 し た 光 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の フ ラ イ ア イ レ ン ズ ア レ イ １ ７ ， １ ８ を
経 て 照 度 分 布 を 均 一 化 さ れ 、 ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー ２ ５ に お い て 色 分 離 さ れ る 。 ダ イ ク ロ
イ ッ ク ミ ラ ー ２ ５ は 、 特 定 の 色 成 分 の 光 の み を 透 過 さ せ 、 他 の 色 成 分 の 光 を 反 射 す る 。 こ
の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー ２ ５ に お い て は 、 緑 色 （ Ｇ ） 及 び 青 色 （
Ｂ ） 成 分 が 透 過 し 、 赤 色 （ Ｒ ） 成 分 が 反 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー ２ ５ を 透 過 し た 緑 色 （ Ｇ ） 及 び 青 色 （ Ｂ ） 成 分 光 は 、 フ ィ ー ル ド レ
ン ズ １ ９ 及 び カ ラ ー フ ィ ル タ を 有 す る 第 １ の 液 晶 表 示 素 子 ２ ２ ａ を 透 過 し 偏 光 ビ ー ム ス プ
リ ッ タ ２ １ に 入 射 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
ダ イ ク ロ イ ッ ク ミ ラ ー ２ ５ に よ り 反 射 さ れ た 赤 色 （ Ｒ ） 成 分 光 は 、 リ レ ー レ ン ズ ２ ６ 、 ミ
ラ ー ２ ７ 、 リ レ ー レ ン ズ ２ ８ 、 ミ ラ ー ２ ９ を 経 て 、 フ ィ ー ル ド レ ン ズ ３ ０ 及 び 第 ２ の 液 晶
表 示 素 子 ２ ３ ａ を 透 過 し 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ に 入 射 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ に 入 射 し た 光 は 、 偏 光 膜 ２ １ ａ に 対 す る Ｓ 偏 光 が こ の 偏 光 膜 ２
１ ａ に よ っ て 反 射 さ れ 、 偏 光 膜 ２ １ ａ に 対 す る Ｐ 偏 光 が こ の 偏 光 膜 ２ １ ａ を 透 過 す る 。 す
な わ ち 、 偏 光 膜 ２ １ ａ に お い て は 、 緑 色 （ Ｇ ） 及 び 青 色 （ Ｂ ） 成 分 が 反 射 さ れ 、 赤 色 （ Ｒ
） 成 分 が 透 過 す る 。 す な わ ち 、 第 １ の 液 晶 表 示 素 子 ２ ２ ａ で 表 示 画 像 に 応 じ て 偏 光 変 調 さ
れ て 透 過 し た 光 は 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ の 偏 光 膜 ２ １ ａ に よ っ て 反 射 さ れ 、 結 像 レ
ン ズ と な る 投 射 レ ン ズ ２ ４ に 入 射 す る 。 ま た 、 第 ２ の 液 晶 表 示 素 子 ２ ３ ａ で 表 示 画 像 に 応
じ て 偏 光 変 調 さ れ て 透 過 し た 光 は 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ２ １ の 偏 光 膜 ２ １ ａ を 透 過 し て
、 結 像 レ ン ズ と な る 投 射 レ ン ズ ２ ４ に 入 射 す る 。 そ し て 、 結 像 レ ン ズ ２ ４ は 、 図 示 し な い
ス ク リ ー ン 上 に 、 画 像 表 示 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
さ ら に 、 こ の 画 像 表 示 装 置 は 、 図 ２ ２ に 示 す よ う に 、 透 過 型 の 空 間 光 変 調 素 子 を １ 枚 の み
用 い て 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
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す な わ ち 、 凹 面 反 射 鏡 １ ２ に 反 射 さ れ た 光 源 か ら の 光 束 は 、 一 対 の リ レ ー レ ン ズ １ ３ ， １
４ に 入 射 す る 。 こ れ ら リ レ ー レ ン ズ １ ３ ， １ ４ は 、 反 射 型 偏 光 板 １ ５ 及 び 平 面 反 射 鏡 １ ６
を 挟 み 込 ん で い る 。 反 射 型 偏 光 板 １ ５ は 、 リ レ ー レ ン ズ １ ３ ， １ ４ の 中 心 部 分 （ 光 軸 に 近
い 部 分 ） に 配 置 さ れ 、 特 定 の 方 向 の 直 線 偏 光 の み を 透 過 さ せ 、 残 る 成 分 は 反 射 す る よ う に
構 成 さ れ て い る 。 平 面 反 射 鏡 １ ６ は 、 反 射 型 偏 光 板 １ ５ の 周 囲 に 位 置 し て 円 環 状 に 構 成 さ
れ て い る 。 こ れ ら 反 射 型 偏 光 板 １ ５ ま た は 平 面 反 射 鏡 １ ６ に お い て 反 射 さ れ た 光 は 、 光 源
側 に 戻 り 、 凹 面 反 射 鏡 １ ２ に 反 射 さ れ て 、 再 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
反 射 型 偏 光 板 １ ５ を 透 過 し た 光 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の フ ラ イ ア イ レ ン ズ ア レ イ １ ７ ， １ ８ を
経 て 照 度 分 布 を 均 一 化 さ れ 、 フ ィ ー ル ド レ ン ズ １ ９ 及 び カ ラ ー フ ィ ル タ を 有 す る 液 晶 表 示
素 子 ２ ２ ｂ を 透 過 し 結 像 レ ン ズ と な る 投 射 レ ン ズ ２ ４ に 入 射 す る 。 そ し て 、 結 像 レ ン ズ ２
４ は 、 図 示 し な い ス ク リ ー ン 上 に 、 画 像 表 示 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
上 述 の よ う に 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 素 子 に お い て は 、 無 機 材 料 か ら な る カ ラ ー フ ィ ル タ
構 造 の 凹 凸 を 利 用 し て 配 向 制 御 が な さ れ て い る の で 、 垂 直 配 向 モ ー ド の 場 合 に ラ ビ ン グ 等
の 配 向 処 理 を 必 要 と し な い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
無 機 材 料 か ら な る カ ラ ー フ ィ ル タ の 色 ご と の 段 差 を 利 用 す る こ と で 各 色 の 最 適 セ ル 厚 に 液
晶 層 を 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
す な わ ち 、 本 発 明 は 、 製 造 の 困 難 化 を 招 来 す る こ と な く 、 画 像 表 示 装 置 に お け る 空 間 光 変
調 素 子 と し て 用 い た 場 合 に お い て 、 電 圧 無 印 加 時 （ 黒 表 示 時 ） に 入 射 光 を 変 調 す る こ と が
な く 、 良 好 な コ ン ト ラ ス ト の 画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 液 晶 表 示 素 子 を 提 供 す る こ と が
で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 素 子 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 青 色 （ Ｂ ） 光 を 透 過 さ せ る た め の カ ラ ー フ ィ ル タ の 分 光 透 過 特 性 を 示 す グ ラ フ で
あ る 。
【 図 ３ 】 緑 色 （ Ｇ ） 光 を 透 過 さ せ る た め の カ ラ ー フ ィ ル タ の 分 光 透 過 特 性 を 示 す グ ラ フ で
あ る 。
【 図 ４ 】 上 記 液 晶 表 示 素 子 の 電 圧 印 加 状 態 に お け る 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 上 記 液 晶 表 示 素 子 を 用 い た 画 像 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 上 記 画 像 表 示 装 置 の 要 部 の 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 上 記 画 像 表 示 装 置 の 要 部 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 上 記 画 像 表 示 装 置 に お け る 各 液 晶 表 示 素 子 の 分 光 反 射 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ９ 】 上 記 画 像 表 示 装 置 に お け る 位 相 補 償 板 の 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 上 記 画 像 表 示 装 置 に お け る 位 相 補 償 前 の 光 束 の 偏 光 方 向 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ １ 】 上 記 画 像 表 示 装 置 に お け る 位 相 補 償 後 の 光 束 の 偏 光 方 向 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ２ 】 上 記 画 像 表 示 装 置 に お け る 位 相 補 償 板 の 構 成 の 他 の 例 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 上 記 画 像 表 示 装 置 に お け る 位 相 補 償 後 の 各 液 晶 表 示 素 子 の 分 光 反 射 率 を 示 す グ
ラ フ で あ る 。
【 図 １ ４ 】 上 記 画 像 表 示 装 置 に お け る 位 相 補 償 後 の 光 束 （ 液 晶 表 示 素 子 へ の 入 射 光 ） の 偏
光 方 向 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ５ 】 上 記 画 像 表 示 装 置 に お け る 位 相 補 償 後 の 光 束 （ 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ に 戻 っ た
光 ） の 偏 光 方 向 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ６ 】 上 記 画 像 表 示 装 置 に お け る 設 計 波 長 か ら ず れ た 位 相 補 償 を ポ ア ン カ レ 球 に よ っ
て 示 す グ ラ フ で あ る （ λ ／ ２ 板 及 び λ ／ ４ 板 ） 。
【 図 １ ７ 】 上 記 画 像 表 示 装 置 に お け る 設 計 波 長 か ら ず れ た 位 相 補 償 を ポ ア ン カ レ 球 に よ っ
て 示 す グ ラ フ で あ る （ λ ／ ２ 板 の み ） 。
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【 図 １ ８ 】 上 記 画 像 表 示 装 置 に お け る 設 計 波 長 か ら ず れ た 位 相 補 償 を ポ ア ン カ レ 球 に よ っ
て 示 す グ ラ フ で あ る （ ２ 枚 の λ ／ ２ 板 ） 。
【 図 １ ９ 】 上 記 位 相 補 償 板 を 有 す る 画 像 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 上 記 位 相 補 償 板 を 有 す る 画 像 表 示 装 置 （ 単 板 式 ） の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 透 過 型 の 液 晶 表 示 素 子 を 用 い た 画 像 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 上 記 透 過 型 の 液 晶 表 示 素 子 を 用 い た 画 像 表 示 装 置 （ 単 板 式 ） の 構 成 を 示 す 平 面
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 液 晶 層 、 ２ ， ３ 　 透 明 基 板 、 ４ 　 無 機 カ ラ ー フ ィ ル タ 、 １ ０ 　 液 晶 分 子 、 １ １ 　 光 源
、 ２ ２ 　 第 １ の 液 晶 表 示 素 子 、 ２ ３ 　 第 ２ の 液 晶 表 示 素 子 、 ２ ４ 　 投 射 レ ン ズ 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

(14) JP 2004-272009 A 2004.9.30



专利名称(译) 液晶显示元件

公开(公告)号 JP2004272009A 公开(公告)日 2004-09-30

申请号 JP2003064098 申请日 2003-03-10

[标]申请(专利权)人(译) 索尼公司

申请(专利权)人(译) 索尼公司

[标]发明人 谷野友哉

发明人 谷野 友哉

IPC分类号 G02F1/1337 G02F1/1335

FI分类号 G02F1/1335.505 G02F1/1337

F-TERM分类号 2H090/HA16 2H090/KA07 2H090/LA15 2H090/MA01 2H090/MA10 2H091/FA02Y 2H091/FA35Y 2H091
/FB06 2H091/FC02 2H091/FD04 2H091/GA02 2H091/GA06 2H091/HA09 2H091/JA03 2H091/LA17 
2H091/LA30 2H091/MA07 2H191/FA02Y 2H191/FA14Y 2H191/FB12 2H191/FC02 2H191/FD04 2H191
/GA04 2H191/GA08 2H191/HA08 2H191/JA03 2H191/LA22 2H191/LA40 2H191/MA11 2H290/AA33 
2H290/BB21 2H290/CA12 2H290/CB02 2H290/CB22 2H290/DA01 2H291/FA02Y 2H291/FA14Y 2H291
/FB12 2H291/FC02 2H291/FD04 2H291/GA04 2H291/GA08 2H291/HA08 2H291/JA03 2H291/LA22 
2H291/LA40 2H291/MA11

代理人(译) 小池 晃

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：当在图像显示装置中用作空间光调制器时不施加电压
（黑显示）时，在不调制入射光的情况下获得良好的对比度而不会造成
制造困难。 为了能够显示图像。 解决方案：内置无机滤色器4，并通过
使用无机滤色器4边界部分的倾斜度来定义液晶分子10的取向方向。 [选
型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/288ee073-cd82-47b5-b377-8b2a611e22f6
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/033125508/publication/JP2004272009A?q=JP2004272009A

